
コンクリート舗装 t=50mm

RC床版 t=190mm

DL=0.000

平　面　図 S=1:300

側　面　図 S=1:300 断　面　図 S=1:50
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神明橋　現況一般図

１．本図面は、既存資料および現地測定をもとに作成した図面である。
注記

有効幅員

設 計 条 件

橋 梁 名

竣 工 年

道路規格

設計速度

設計荷重

橋　　格

支 間 長

斜　　角

平面線形

縦断勾配

神明橋（しんめいばし）

1971年2月（昭和46年）

―

―

二等橋

TL-14

6@l=29.800m

4.000m（全幅：0.4+4.0+0.4=4.8m）

θ=90°

直線

0.5%

橋　　長 L=182.520m

適用示方書 鋼道路橋設計示方書（昭和39年）

横断勾配 2.00%

橋面舗装 コンクリート舗装　5cm厚

設計水平震度 kh=-

電線路　125（外径Φ140）×1条（東北電力）

添 架 物
水道管　100/203（水道管Φ100、外径Φ200）×1条

NTT　 80×2条（昭和47、鋼管）

   　100×3条（昭和54、塩ビ管）

形　　式 単純活荷重合成鋼鈑桁（6連）

鋼材 SS41、SM41A、SM50A,B

鉄筋 SD30

上
　

部
　

工

使用材料

躯体形式
橋台：（重力式橋台）

下
　

部
　
工

橋脚：張出し式（円形柱）

―

σck＝―kg/cm2

―

基礎形式

コンクリート

鉄　　筋

0.25%放物線勾配 0.5%
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入

瀬
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図示

名

青　　森　　県

工事番号

阿光坊線

施工箇所

図面番号

お い ら せ 町

現況一般図

河川

路線

葉中

おいらせ町阿光坊地内

縮尺
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令和７年度　神明橋橋梁補修工事

第　１０　号



添架管支持材詳細 S=1:10

排水装置詳細 S=1:10添接板詳細 S=1:20 落下防止板詳細 S=1:20

支承詳細 S=1:20

固定支承 可動支承

可動側 固定側

沓 座

吊り金具詳細 S=1:10

t=9mm

1-B.PL 150×30×210(#500.SP2)
可動側は両面潤滑材使用

1-PL 140×25×1501-PL 100×25×140

t=9mm

1-PL 310×9×600(SM50A)

2-PL 135×10×600(SM50A)

4-PL 180×10×760(SM50A)

2-PL 310×9×970(SM50A)

2-PL 210×22×960(SM50A)

1-PL 460×20×960(SM50A)
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神明橋　各部詳細図

図示

名

青　　森　　県

工事番号

阿光坊線

施工箇所

図面番号

お い ら せ 町

各部詳細図

河川

路線

葉中

おいらせ町阿光坊地内

縮尺
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令和７年度　神明橋橋梁補修工事

第　１０　号



コンクリート舗装 t=50mm

RC床版 t=190mm

排水装置補修工

排水装置補修工主桁表面処理工

床版補修工

排水管　Φ114.3×4.5×700(STK400)

伸縮装置補修工 伸縮装置補修工

伸縮装置補修工 伸縮装置補修工伸縮装置補修工 伸縮装置補修工 伸縮装置補修工 伸縮装置補修工 伸縮装置補修工

伸縮装置補修工 伸縮装置補修工 伸縮装置補修工 伸縮装置補修工 伸縮装置補修工

排水装置補修工 排水装置補修工 排水装置補修工 排水装置補修工 排水装置補修工 排水装置補修工

排水装置補修工 排水装置補修工 排水装置補修工 排水装置補修工 排水装置補修工 排水装置補修工

主桁表面処理工 主桁表面処理工 主桁表面処理工 主桁表面処理工 主桁表面処理工 主桁表面処理工

主桁表面処理工 主桁表面処理工 主桁表面処理工

床版補修工 床版補修工 床版補修工 床版補修工 床版補修工 床版補修工

床版補修工 床版補修工 床版補修工 床版補修工 床版補修工 床版補修工

支承補修工 支承補修工 支承補修工 支承補修工

下部工補修工

支承補修工

下部工補修工

支承補修工

下部工補修工

支承補修工

下部工補修工

支承補修工

下部工補修工

支承補修工

下部工補修工

支承補修工

下部工補修工

支承補修工

下部工補修工 下部工補修工 下部工補修工 下部工補修工

下部工表面処理工 下部工表面処理工
下部工表面処理工

下部工表面処理工 下部工表面処理工 下部工表面処理工 下部工表面処理工

下部工表面処理工 下部工表面処理工 下部工表面処理工 下部工表面処理工

　　　　PL100×6×397(SM400A)

DL=0.000

平　面　図 S=1:300

側　面　図 S=1:300 断　面　図 S=1:50

補修項目 補修工法

支承補修工 鋼部材再塗装工(Rc-I塗装系)、表面含浸工（高分子系）

伸縮装置補修工 鋼部材再塗装工(Rc-I塗装系)、金属パテ補修工、止水材取替工

床版補修工 断面修復工、表面含浸工（高分子系）

排水装置補修工 鋼部材補修工、鋼部材再塗装工(Rc-I塗装系)

下部工補修工 断面修復工

表面含浸工（高分子系）下部工表面処理工

鋼部材再塗装工(Rc-I塗装系)主桁表面処理工
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名

青　　森　　県

工事番号

阿光坊線

施工箇所

図面番号

お い ら せ 町

補修一般図

河川

路線

葉中

おいらせ町阿光坊地内

縮尺 図示

有効幅員

設 計 条 件

橋 梁 名

竣 工 年

道路規格

設計速度

設計荷重

橋　　格

支 間 長

斜　　角

平面線形

縦断勾配

神明橋（しんめいばし）

1971年2月（昭和46年）

―

―

二等橋

TL-14

6@l=29.800m

4.000m（全幅：0.4+4.0+0.4=4.8m）

θ=90°

直線

0.5%

橋　　長 L=182.520m

適用示方書 鋼道路橋設計示方書（昭和39年）

横断勾配 2.00%

橋面舗装 コンクリート舗装　5cm厚

設計水平震度 kh=-

電線路　125（外径Φ140）×1条（東北電力）

添 架 物
水道管　100/203（水道管Φ100、外径Φ200）×1条

NTT　 80×2条（昭和47、鋼管）

   　100×3条（昭和54、塩ビ管）

形　　式 単純活荷重合成鋼鈑桁（6連）

鋼材 SS41、SM41A、SM50A,B

鉄筋 SD30

上
　

部
　

工

使用材料

躯体形式
橋台：（重力式橋台）

下
　

部
　
工

橋脚：張出し式（円形柱）

―

σck＝―kg/cm2

―

基礎形式

コンクリート

鉄　　筋

0.25%放物線勾配 0.5%
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神明橋　補修一般図

注記

２．補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って確認すること。

１．本図面は、既存資料および現地測定をもとに作成した図面である。
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令和７年度　神明橋橋梁補修工事

第　１０　号



現場溶接

新設排水管設置（工場製作）

ガス切断

排水管流末撤去

ガス切断

排水管流末撤去

現場溶接

新設排水管設置（工場製作）

腐食・欠損 腐食・欠損

4

4

  1-φ114.3×4.5×100（STK400）

撤去部材(N=20)

  1-φ114.3×4.5×700（STK400）

  1-PL 100×6×397（SM400A）

新設部材(N=20)

1箇所当り　現場溶接 … (溶接の脚長4mm) L=0.36m1箇所当り　切断 … L=0.36m , t=4.5mm

… 既存排水管切断　L=0.36m×1本凡例：

…　現場溶接　L=0.36m×1本凡例：

…　工場溶接　L=0.36m×1本,

L=0.10m×1本

…施工箇所　20箇所（※橋台付近4箇所を除く）凡例：
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図示

名

青　　森　　県

工事番号

阿光坊線

施工箇所

図面番号

お い ら せ 町

排水装置補修工図
（その1）

河川

路線

葉中

おいらせ町阿光坊地内

縮尺

A1 P1

39

09

神明橋　排水装置補修工図（その1）

鋼部材補修工

位 置 図
S=1:100

第1径間、第6径間

第2径間～第5径間

施 工 前
S=1:20

施 工 後
S=1:20

現場溶接部詳細
S=1:5

注記

２．補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って確認すること。

１．本図面は、既存資料および現地測定をもとに作成した図面である。

令和７年度　神明橋橋梁補修工事

第　１０　号



蓋部材設置（工場製作）

既存蓋部材撤去(N=1)

既存排水ます蓋切断

新設蓋部材設置（工場製作）

1-PL 21×14×48 (FC15)

L=0.02m

12
0
45°

23
0
45°

現場溶接 …

地覆

舗装

▽舗装面▽舗装面

…　現場溶接　L=0.02m×1本凡例：

▽地覆▽地覆

(開先深さ12mm) L=0.02m

(開先深さ23mm) L=0.02m

地覆

舗装

▽舗装面▽舗装面

▽地覆▽地覆

…　既存排水ます蓋切断　L=0.02m×1本凡例：

…　現場溶接　L=0.02m×1本凡例：

新設部材(N=1)

“a部”

切断 … L=0.02m , t=14mm
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14 97

111

990

地覆　30280

29290

LC

P2 P3

第3径間

平 面 図

側 面 図断 面 図

"a部"詳細
S=1:5

（取替部材設置）（既設部材撤去）

平 面 図

側 面 図断 面 図

材料
S=1:5

断 面 図 側 面 図

平 面 図

位置図
S=1:100

鋼部材補修工
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神明橋　排水装置補修工図（その2）

図示

名

青　　森　　県

工事番号

阿光坊線

施工箇所

図面番号

お い ら せ 町

排水装置補修工図
（その2）

河川

路線

葉中

おいらせ町阿光坊地内

縮尺

注記

２．補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って確認すること。

１．本図面は、既存資料および現地測定をもとに作成した図面である。

令和７年度　神明橋橋梁補修工事

第　１０　号



鋼部材再塗装工　　

鋼部材再塗装工　　

鋼部材再塗装工　　

鋼部材再塗装工　　

鋼部材再塗装工　　

鋼部材再塗装工　　

鋼部材再塗装工　　 鋼部材再塗装工　　

鋼部材再塗装工　　

鋼部材再塗装工　　

鋼部材再塗装工　　
鋼部材再塗装工　　

鋼部材再塗装工　　

鋼部材再塗装工　　

鋼部材再塗装工　　

(A=0.011 m2)CAD計測

(A=0.007 m2)CAD計測

(A=0.020 m2)CAD計測

(A=0.004 m2)CAD計測

(A=0.014 m2)CAD計測

1

2

3

6

4

5

7 8

(1-L 50×50×6×570)

9

(1-FB 50×6×105)

10

11
(1-L 50×50×6×570)

9

(1-FB 50×6×105)

10

11

12

工　法

鋼部材再塗装工

箇 所

排水ます

排水管

数量

4

4

排水管取付金具 4

施工箇所…4箇所 施工箇所…20箇所

※()内の数値は第4径間～第6径間の寸法を示す
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地覆　30280

LC

数量表（1径間当り）

施 工 手 順

開 始

事前調査・準備工

素地調整

乾燥してから行う。

終 了

後片付工

塗替え塗装作業

・施工に先立ち、現地調査より現場状況を把握し施工計画を行い、

下塗りまたは補修塗りを行う。塗り重ねは、前工程の塗膜が十分

・塗装は、スプレー塗りとする。塗装は素地調整終了後、同日中に必ず

　するとともに、その廃棄は適切に行う。

　ことが多いので、周辺の土壌や河川を汚さないように十分留意

　素地調整によって生じた旧塗膜のケレンダストは、有害物を含んでいる

・素地調整程度１種を行う。

　腐食、発錆している部分の錆を除去するとともに、旧塗膜の活膜上の

　併せて必要協議の手続きをする。

塗装工程 塗 料 名
使用量

塗装間隔
（g/m）2

素地調整

下　塗

下　塗

下　塗

中　塗

上　塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

１　種

600

240

240

170

140

4時間以内

1日～10日

1日～10日

1日～10日

1日～10日

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

Rc-I塗装系（スプレー）

　素地調整は、塗膜剥離剤+ブラストとする。

　付着物等も完全除去する。

※1:原則はスプレー塗装とするが、発注者との協議の上で、はけ、ローラーに変更もできる。

※2:現場の施工条件に応じて塗装間隔を別途取り決める場合もある。

※3:ブラスト処理による除せい度ISO Sa 2 1/2とする。

：鋼部材再塗装工

排水管、取付金具 S=1:10

平 面 図

側 面 図断 面 図

側 面 図

平 面 図

側 面 図

断 面 図

平 面 図

排水ます（本体） S=1:10

排水ます（蓋） S=1:10

（橋台付近） （橋台付近以外）

側 面 図

平 面 図

平面図
S=1:100

鋼部材再塗装工
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神明橋　排水装置補修工図（その3）

第1径間～第6径間

図示

名

青　　森　　県

工事番号

阿光坊線

施工箇所

図面番号

お い ら せ 町

排水装置補修工図
（その3）

河川

路線

葉中

おいらせ町阿光坊地内

縮尺

注記

２．補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って確認すること。

３．再塗装の色は監督職員と協議して決定すること。

１．本図面は、既存資料および現地測定をもとに作成した図面である。

令和８年度　神明橋橋梁補修工事

第　１０　号



R=
2以

上

DL=0.000

a b c d

b' c'

a

b'

b

c'

c

d

a

d

c'

c

b'

b

※ エッジ部は膜厚が確保されにくいことから、一般部と同等の塗膜性能を確

　 保するため2R以上の面取りを行い、曲面仕上げとすること。

　 (下フランジエッジ部：4角を対象とする)

   また、曲面仕上げを行ったエッジ部は、以下に留意し先行塗装を行う。

　 1 各層での膜厚不足を回避するため、先行塗装は各層で行うこと。

　 2 先行塗装は一般部と同じ膜厚とする。また、膜厚過多による硬化不良を

　 　起こさないことに注意し、本塗りと同日施工でも構わないこととする。

1-UFlgPL 200×10×4450(SM50A) 1-UFlgPL 260×13×4200(SM50A)

1-UFlgPL 310×16×800(SM50A)
300

250

1-LFlgPL 350×14×4450(SM50A) 1-LFlgPL 460×22×4200(SM50A)

1-LFlgPL 460×30×800(SM50B)

1-WebPL 1400×9×9450(SM50A)
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3900
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2
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1
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1
6

1
6

3
0

3
0

1
4
0
0

1
6

1
4
4
6

9

90

9

90

桁長　30300

1-UFlgPL 310×16×11400(SM50A)

1-WebPL 1400×9×11400(SM50A)

桁長　30300

1-LFlgPL 460×30×11400(SM50B)

桁長　30300

1
4
0
0

95.5 9 95.5 95.5～125.5 9 95.5～125.5

200～260

125.5 9 125.5

260

170.5～225.5
9

170.5～225.5

350～460

125.5～150.5 9 125.5～150.5

260～310

150.5 9 150.5

310

225.5
9

225.5

460

150.5 9 150.5

310

225.5
9

225.5

460

110 桁長　30300 100 桁長　30300 100 桁長　30300 100 桁長　30300 100 桁長　30300 100 桁長　30300 110

橋長　182520

250 支間長　29800 250250 支間長　29800 250250 支間長　29800 250 250 支間長　29800 250 250 支間長　29800 250 250 支間長　29800 250

桁長　30300

4450 4200 800 11400 800 4200 4450

300

250

300

250

3900 550 550 3900

注記

２．補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って確認すること。

３．再塗装の色は監督職員と協議して決定すること。

１．本図面は、既存資料および現地測定をもとに作成した図面である。

：鋼部材再塗装工

施 工 手 順

開 始

事前調査・準備工

素地調整

乾燥してから行う。

終 了

後片付工

塗替え塗装作業

・施工に先立ち、現地調査より現場状況を把握し施工計画を行い、

下塗りまたは補修塗りを行う。塗り重ねは、前工程の塗膜が十分

・塗装は、スプレー塗りとする。塗装は素地調整終了後、同日中に必ず

　するとともに、その廃棄は適切に行う。

　ことが多いので、周辺の土壌や河川を汚さないように十分留意

　素地調整によって生じた旧塗膜のケレンダストは、有害物を含んでいる

・素地調整程度１種を行う。

　腐食、発錆している部分の錆を除去するとともに、旧塗膜の活膜上の

　併せて必要協議の手続きをする。

塗装工程 塗 料 名
使用量

塗装間隔
（g/m）2

素地調整

下　塗

下　塗

下　塗

中　塗

上　塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

１　種

600

240

240

170

140

4時間以内

1日～10日

1日～10日

1日～10日

1日～10日

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

Rc-I塗装系（スプレー）

　素地調整は、塗膜剥離剤+ブラストとする。

　付着物等も完全除去する。

※1:原則はスプレー塗装とするが、発注者との協議の上で、はけ、ローラーに変更もできる。

※2:現場の施工条件に応じて塗装間隔を別途取り決める場合もある。

※3:ブラスト処理による除せい度ISO Sa 2 1/2とする。

A1
P1

P2 P3 P4

P5

A2

図示

名

青　　森　　県

工事番号

阿光坊線

施工箇所

図面番号

お い ら せ 町

主桁表面処理工図
（その1）

河川

路線

葉中

おいらせ町阿光坊地内

縮尺

神明橋　主桁表面処理工図（その1）
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上フランジ平面図

主 桁
S=1:50

断 面 図側 面 図

下フランジ平面図

第1径間～第6径間

a ～ b b ～ b'

（上フランジ） （下フランジ）

b ～ cb' ～ c

（上フランジ）

c ～ c'

（上フランジ）

c' ～ d

（上フランジ）

c ～ d

（下フランジ）

d ～ d

側 面 図
S=1:300

エッジ部曲面仕上げ

平 面 図
S=1:150

令和７年度　神明橋橋梁補修工事

第　１０　号



ガセットプレート全面積：A=0.046m,

ガセットプレート全面積：A=0.119m,

ガセットプレート全面積：A=0.060m,
ガセットプレート全面積：A=0.046m, ガセットプレート全面積：A=0.083m,

垂直補剛材接地面積：A=0.020m

垂直補剛材接地面積：A=0.020m

垂直補剛材接地面積：A=0.020m

対傾構接地面積：A=0.013m
対傾構接地面積：A=0.024m

対傾構接地面積：A=0.020m対傾構接地面積：A=0.013m
対傾構接地面積：A=0.006m

対傾構接地面積：A=0.014m

対傾構接地面積：A=0.013m

対傾構接地面積：A=0.008m

垂直補剛材接地面積：A=0.027m
対傾構接地面積：A=0.071m

対傾構接地面積：A=0.013m

ガセットプレート全面積：A=0.154m,

端対傾構 中間対傾構

A部詳細 B部詳細 C部詳細

D部詳細 E部詳細 F部詳細

い 等辺山形鋼

お 等辺山形鋼

あ 溝形鋼

う え CT鋼

周長：L=0.721m

周長：L=1.454m

周長：L=0.795m
周長：L=0.721m 周長：L=1.206m

2

2

2

2 2

2

2

2

2

2

2
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2

2

2

あ

A

B

A

B

いい

うC

え

D

E

D

E

おお

えF

2

2

2

周長：L=1.708m

2

工　法 寸　　法

鋼部材再塗装工

355×9×355

箇 所

対傾構
ガセット
プレート

A)

B)

C)

D)

E)

F)

数量

4

4

2

10

10

5

工　法 寸　　法

鋼部材再塗装工

箇 所

対傾構

あ)

い)

う)

え)

お)

数量

2

4

2

10

10

250×90×9×13×2560

90×90×10×1240

95×152×8×8×2560

95×152×8×8×2560

75×75×9×1410

230×9×250

230×9×540

230×9×260

230×9×250

195×9×445

100028001000

1
4
0
0

100028001000

1
4
0
0

2
3
0

80

8
7

85

2
2
6

4
5

540

2
3
0

2
3
7

8
7

160

2

2
3
0

85

80

2
2
6

150

8
7

445

4
5

150

85

2
3
5

4
0

8
0

85 330

2
1
5

85
270

65 20
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9
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LC LC 数量表（1径間当り）

施 工 手 順

開 始

事前調査・準備工

素地調整

乾燥してから行う。

終 了

後片付工

塗替え塗装作業

・施工に先立ち、現地調査より現場状況を把握し施工計画を行い、

下塗りまたは補修塗りを行う。塗り重ねは、前工程の塗膜が十分

・塗装は、スプレー塗りとする。塗装は素地調整終了後、同日中に必ず

　するとともに、その廃棄は適切に行う。

　ことが多いので、周辺の土壌や河川を汚さないように十分留意

　素地調整によって生じた旧塗膜のケレンダストは、有害物を含んでいる

・素地調整程度１種を行う。

　腐食、発錆している部分の錆を除去するとともに、旧塗膜の活膜上の

　併せて必要協議の手続きをする。

塗装工程 塗 料 名
使用量

塗装間隔
（g/m）2

素地調整

下　塗

下　塗

下　塗

中　塗

上　塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

１　種

600

240

240

170

140

4時間以内

1日～10日

1日～10日

1日～10日

1日～10日

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

Rc-I塗装系（スプレー）

　素地調整は、塗膜剥離剤+ブラストとする。

　付着物等も完全除去する。

※1:原則はスプレー塗装とするが、発注者との協議の上で、はけ、ローラーに変更もできる。

※2:現場の施工条件に応じて塗装間隔を別途取り決める場合もある。

※3:ブラスト処理による除せい度ISO Sa 2 1/2とする。

：鋼部材再塗装工

注記

２．補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って確認すること。

３．再塗装の色は監督職員と協議して決定すること。

１．本図面は、既存資料および現地測定をもとに作成した図面である。

図示

名

青　　森　　県

工事番号

阿光坊線

施工箇所

図面番号

お い ら せ 町

主桁表面処理工図
（その2）

河川

路線

葉中

おいらせ町阿光坊地内

縮尺

神明橋　主桁表面処理工図（その2）
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対傾構
S=1:30

第1径間～第6径間

対傾構ガセットプレート詳細図
S=1:5

対傾構断面図
S=1:5

令和７年度　神明橋橋梁補修工事

第　１０　号



ガセットプレート全面積：A=0.130m, ガセットプレート全面積：A=0.232m,

ガセットプレート全面積：A=0.109m,

ガセットプレート全面積：A=0.232m,

ガセットプレート全面積：A=0.105m,

a) 対傾構接地面積

a) 下横構接地面積 b) 下横構接地面積 d) 下横構接地面積

c) 下横構接地面積

c) 対傾構接地面積 e) 対傾構接地面積

e) 下横構接地面積c) 下横構接地面積 e) 下横構接地面積

b) 下横構接地面積 d) 下横構接地面積

周長：L=1.218m 周長：L=1.505m

周長：L=0.854m

周長：L=1.505m

周長：L=1.077m

2 2

2 2 2

1 1 1 12 2 2 2 2 2 2 2

1

2

a c e e e c a

b d d d d b

1  2  CT鋼

   A=0.027m

   A=0.024m    A=0.023m2    A=0.023m2

   A=0.024m 2

   A=0.038m2    A=0.038m 2

   A=0.024m2   A=0.024m    A=0.024m

   A=0.023m    A=0.023m

2

22 2

2 2

a部詳細 b部詳細 c部詳細 d部詳細 e部詳細

a c e

b d

1

1 1

1 2

2 2

2 2

工　法 寸　　法

鋼部材再塗装工

375×9×480

箇 所

下横構
ガセット
プレート

a)

c)

e)

数量

2

2

2

工　法 寸　　法

鋼部材再塗装工

箇 所

下横構

数量

4

8

95×152×8×8×3330

95×152×8×8×3360

365×9×680

250×9×480

4250×9×480

b)

3365×9×680

d)

4900 49004@5000=20000

4900 5000
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1
5
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1
5
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1
5
0
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1
5
0
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2
6
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2
6
0
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2
0 8
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680

2
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8
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6
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8
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2
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4040 40

8
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0
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152

8
8
7

9
5

3 3

3 152

2
5
0

2
5
0

152

152

2
0
8

1
1
6

施 工 手 順

開 始

事前調査・準備工

素地調整

乾燥してから行う。

終 了

後片付工

塗替え塗装作業

・施工に先立ち、現地調査より現場状況を把握し施工計画を行い、

下塗りまたは補修塗りを行う。塗り重ねは、前工程の塗膜が十分

・塗装は、スプレー塗りとする。塗装は素地調整終了後、同日中に必ず

　するとともに、その廃棄は適切に行う。

　ことが多いので、周辺の土壌や河川を汚さないように十分留意

　素地調整によって生じた旧塗膜のケレンダストは、有害物を含んでいる

・素地調整程度１種を行う。

　腐食、発錆している部分の錆を除去するとともに、旧塗膜の活膜上の

　併せて必要協議の手続きをする。

塗装工程 塗 料 名
使用量

塗装間隔
（g/m）2

素地調整

下　塗

下　塗

下　塗

中　塗

上　塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

１　種

600

240

240

170

140

4時間以内

1日～10日

1日～10日

1日～10日

1日～10日

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

Rc-I塗装系（スプレー）

　素地調整は、塗膜剥離剤+ブラストとする。

　付着物等も完全除去する。

※1:原則はスプレー塗装とするが、発注者との協議の上で、はけ、ローラーに変更もできる。

※2:現場の施工条件に応じて塗装間隔を別途取り決める場合もある。

※3:ブラスト処理による除せい度ISO Sa 2 1/2とする。

：鋼部材再塗装工

注記

２．補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って確認すること。

３．再塗装の色は監督職員と協議して決定すること。

１．本図面は、既存資料および現地測定をもとに作成した図面である。

数量表（1径間当り）

平 面 図

下横構
S=1:100

第1径間～第6径間

神明橋　主桁表面処理工図（その3）

39
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下横構ガセットプレート詳細図
S=1:30

図示

名

青　　森　　県

工事番号

阿光坊線

施工箇所

図面番号

お い ら せ 町

主桁表面処理工図
（その3）

河川

路線

葉中

おいらせ町阿光坊地内

縮尺 下横構断面図
S=1:5

下横構詳細図
S=1:10

令和７年度　神明橋橋梁補修工事

第　１０　号



工　法 寸　　法

鋼部材再塗装工 100×15×1400

箇 所 数量

8

50

4

100×9×1400

100×9×191

垂直補剛材

工　法 寸　　法

鋼部材再塗装工

90×9×968

箇 所 数量

4

16

28

90×9×971

90×9×1241水平補剛材

490×9×370

490×9×520

16120×5×160

8120×5×400

工　法 寸　　法

鋼部材再塗装工

箇 所

添接板

数量

8

8

135×10×600

310×9×970

8210×22×960

16180×10×760

4460×20×960

工　法 寸　　法

鋼部材再塗装工

箇 所

落橋防止装置

数量

20330×9×475

工　法

鋼部材再塗装工

箇 所

添架管支持材

寸　　法 数量

675×300×9×9×450

1)

1)

2)

2)

3)

4)

4)

5)

1)

3)

5)

2)

4)

t=9mm

中間部

支点部

端部

中間部

添接板横

t=9mm

桁長　30300

250 5@980=4900 3@1250=3750 550 700 8@1250=10000 700 550 3@1250=3750 5@980=4900 250

桁長　30300

250 250

250 9200 11400 9200 250

桁長　30300

250 9200 11400 9200 250

桁長　30300

1
9
1

1
9
1

9200 11400 9200

1
4
0
0

1
4
0
0

1
3
5 4
01
3
5

760

1
8
0

1
8
0

4
0

330

1
5
0

4
7
5

600

5
5

9
7
0

1
6
0

1
4
0
0

400

1
4
0
0

1
6
0

120120

1
0
5 1
0
5

2
1
0

1
0
5 1
0
5

2
1
0

640

960

1
0
5

2
5
0

1
0
5

4
6
0

640

960

19
1

390

115
100

115

350 100

450

2
0
0

1
0
0

3
0
0

75

3
0
0

9
1

9

9

66

2
0
0

1
0
0

9
1

9

注記

２．補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って確認すること。

３．再塗装の色は監督職員と協議して決定すること。

１．本図面は、既存資料および現地測定をもとに作成した図面である。

施 工 手 順

開 始

事前調査・準備工

素地調整

乾燥してから行う。

終 了

後片付工

塗替え塗装作業

・施工に先立ち、現地調査より現場状況を把握し施工計画を行い、

下塗りまたは補修塗りを行う。塗り重ねは、前工程の塗膜が十分

・塗装は、スプレー塗りとする。塗装は素地調整終了後、同日中に必ず

　するとともに、その廃棄は適切に行う。

　ことが多いので、周辺の土壌や河川を汚さないように十分留意

　素地調整によって生じた旧塗膜のケレンダストは、有害物を含んでいる

・素地調整程度１種を行う。

　腐食、発錆している部分の錆を除去するとともに、旧塗膜の活膜上の

　併せて必要協議の手続きをする。

塗装工程 塗 料 名
使用量

塗装間隔
（g/m）2

素地調整

下　塗

下　塗

下　塗

中　塗

上　塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

１　種

600

240

240

170

140

4時間以内

1日～10日

1日～10日

1日～10日

1日～10日

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

Rc-I塗装系（スプレー）

　素地調整は、塗膜剥離剤+ブラストとする。

　付着物等も完全除去する。

※1:原則はスプレー塗装とするが、発注者との協議の上で、はけ、ローラーに変更もできる。

※2:現場の施工条件に応じて塗装間隔を別途取り決める場合もある。

※3:ブラスト処理による除せい度ISO Sa 2 1/2とする。

：鋼部材再塗装工

M F

数量表（1径間当り）

数量表（第1径間～第6径間）

数量表（1径間当り）

M F

内側

外側

平 面 図
S=1:100

第1径間、第6径間

第2径間～第5径間

神明橋　主桁表面処理工図（その4）

39
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側 面 図
S=1:100

第1径間～第6径間

添接板詳細図
S=1:20

上フランジ平面図

ウェブ側面図

下フランジ平面図

落橋防止装置詳細図
S=1:20

垂直補剛材（支点部）詳細図
S=1:20

側 面 図 断 面 図

添架管支持材詳細図
S=1:10

側 面 図 断 面 図

図示

名

青　　森　　県

工事番号

阿光坊線

施工箇所

図面番号

お い ら せ 町

主桁表面処理工図
（その4）

河川

路線

葉中

おいらせ町阿光坊地内

縮尺

令和７年度　神明橋橋梁補修工事

第　１０　号



鋼部材再塗装工　　

鋼部材再塗装工　　 鋼部材再塗装工　　 鋼部材再塗装工　　

鋼部材再塗装工　　 鋼部材再塗装工　　

(A=0.059 m2)CAD計測

(A=0.023 m2)CAD計測 (A=0.056 m2)CAD計測 (A=0.028 m2)CAD計測

(A=0.099 m2)CAD計測 (A=0.095 m2)CAD計測

表面含浸工 A 表面含浸工 B 表面含浸工 D 表面含浸工 E

表面含浸工 C 表面含浸工 F

1

2

3

4 5

6

…　施工箇所　4箇所（1径間当り）凡例：

含浸

工　法

鋼部材再塗装工

箇 所

支承

数量

2

2

固定

可動

開　始

事 前 調 査

仮　設　工

表面含浸工

（前処理）

含浸工

仮設工撤去および後片付け

完了

1 劣化部分除去

2 断面修復工

3 下地処理

1 施工前養生

2 素地調整

3 表面含浸材の施工

4 養生

7
0

1
0
8

460

7
0

1
0
8

460

7
0

1
0
8

7
0

1
0
8

720

100 130 260 130 100

720

100 130 260 130 100

720

1
0
5

2
6
0

1
0
5

4
7
0

1
0
5

2
6
0

1
0
5

4
7
0

470 720 470

2
8
0
0

4
8
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

250 29800 250

30300

改質

：鋼部材再塗装工

：表面含浸工

図示

名

青　　森　　県

工事番号

阿光坊線

施工箇所

図面番号

お い ら せ 町

支承補修工図

河川

路線

葉中

おいらせ町阿光坊地内

縮尺

奥
入

瀬
川

F M

F M

39

22

神明橋　支承補修工図

位 置 図
S=1:100

第1径間～第6径間

正 面 図 側 面 図

平 面 図

固定支承

正 面 図 側 面 図

平 面 図

可動支承
S=1:6 S=1:6

施 工 手 順
開 始

事前調査・準備工

素地調整

乾燥してから行う。

終 了

後片付工

塗替え塗装作業

・施工に先立ち、現地調査より現場状況を把握し施工計画を行い、

下塗りまたは補修塗りを行う。塗り重ねは、前工程の塗膜が十分

・塗装は、スプレー塗りとする。塗装は素地調整終了後、同日中に必ず

　するとともに、その廃棄は適切に行う。

　ことが多いので、周辺の土壌や河川を汚さないように十分留意

　素地調整によって生じた旧塗膜のケレンダストは、有害物を含んでいる

・素地調整程度１種を行う。

　腐食、発錆している部分の錆を除去するとともに、旧塗膜の活膜上の

　併せて必要協議の手続きをする。 塗装工程 塗 料 名
使用量

塗装間隔
（g/m）2

素地調整

下　塗

下　塗

下　塗

中　塗

上　塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

１　種

600

240

240

170

140

4時間以内

1日～10日

1日～10日

1日～10日

1日～10日

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

Rc-I塗装系（スプレー）

　素地調整は、塗膜剥離剤+ブラストとする。

　付着物等も完全除去する。

※1:原則はスプレー塗装とするが、発注者との協議の上で、はけ、ローラーに変更もできる。

※2:現場の施工条件に応じて塗装間隔を別途取り決める場合もある。

※3:ブラスト処理による除せい度ISO Sa 2 1/2とする。

注記

２．補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って確認すること。

３．再塗装の色は監督職員と協議して決定すること。

１．本図面は、既存資料および現地測定をもとに作成した図面である。

高分子系

材 料 表

工　　種

表面含浸工

仕 　　様

(標準使用量0.25kg/m2)

高分子系表面含浸材の施工仕様例

工　　程

素地調整・下地処理

下地の確認および清掃

1 高分子系表面含浸材

標準使用量（kg/m2）

別途

別途

0.25 吹付け，ローラー刷毛塗り

－

－

施工方法

－

塗重ねの工程間隔

6～12時間以上

数　量寸　　法工　法

表面含浸工 沓座モルタル

数量表（1径間当り）

A

箇 所

0.1010.720×0.070×2 m
2

m
2

0.066 m 2

1.5

＝

＝

＝1径間分　合計

B 0.470×0.070×2

表面含浸工

表面含浸工の施工フロー

0.101 m 2＝

0.066 m
2＝

0.218 m
2＝

0.218 m
2＝

C

0.720×0.070×2D

0.470×0.070×2E

0.720×0.470-(0.260×0.260+0.260×0.260×1/4×π)

F 0.720×0.470-(0.260×0.260+0.260×0.260×1/4×π)

数量表（1径間当り）

＝固定支承1箇所分　計 0.385 m
2

＝可動支承1箇所分　計 0.385 m 2

(0.385+0.385)×2

可動支承

固定支承

令和７年度　神明橋橋梁補修工事

第　１０　号



コンクリート舗装 t=50mm

RC床版 t=190mm

中段足場

足場板

シート防護

朝顔

足場板

シート防護

朝顔

コンクリート舗装 t=50mm

RC床版 t=190mm

中段足場

シート防護

朝顔

足場板

朝顔

足場板

シート防護 シート防護

シート防護

シート防護 シート防護

吊足場
シート防護
養生設備工

板張り防護

板張り防護

吊足場
シート防護
養生設備工

板張り防護

板張り防護

DL=0.000

一 般 部 橋 脚 部

（下部工施工用）

一般部 一般部 一般部橋脚部 橋脚部 橋脚部

橋長　182520

橋長　182520

1
5
0
0

4
8
0
0

1
5
0
0

7
8
0
0

4
0
0
4
0
0
0
4
0
0

3250 27150 3250 27150 3250 2883589635

吊足場　92885

89635 吊足場　92885

4800

28002500 2500

2590

1800

2500

1500 400 750 3250 400

1644

8
0
0

1
4
0
0

1
5
0
0

1
2
0
0

1800

2500

1500

2
3
0
0

4800

28002500 2500

2590

1800

2500

1500 400 750 3250 400

1644

2
3
0
0

1
4
0
0

1
5
0
0

1
2
0
0

1800

2500

1500

2
3
0
0

1644

355 2895 355 2895

1644

6
0
0

1
7
0
0

LC LC

As

観測日 2022/7/6

As

A1 P1 P2 P3 P4 P5 A2

奥
入

瀬
川

A1
P1

P2 P3 P4

P5

A2

図示

名

青　　森　　県

工事番号

阿光坊線

施工箇所

図面番号

お い ら せ 町

施工要領図
（参考図）（その3）

河川

路線

葉中

おいらせ町阿光坊地内

縮尺
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神明橋　施工要領図（参考図）（その3）

注記

２．補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って確認すること。

３．工事にあたり、仮設方法(本業務では吊り足場)などについて、現地の

１．本図面は、既存資料および現地測定をもとに作成した図面である。

　　状況を確認後、適する工法を選定し、関係諸機関と協議を行ってから

　　作業すること。

断 面 図
S=1:50

第3期・第4期施工

側 面 図
S=1:300

平 面 図
S=1:300

令和７年度　神明橋橋梁補修工事

第　１０　号



処理塔

（機械室,汚染室）

通路

（エアーシャワー室）

（クリーンルーム）

処理塔

（クリーンルーム）

通路

（エアーシャワー室）

（機械室,汚染室）

仮設道路

小型局所集塵機 小型局所集塵機 廃棄物保管用ドラム管

小型局所集塵機

単管足場
シート防護
板張り防護

単管足場
シート防護
板張り防護

DL=0.000

一般部 一般部 一般部橋脚部 橋脚部 橋脚部

平 面 図

ハウス４坪タイプ（寸法は参考）

外　部

室内は、下地□45材　板張り及びビニルシート2重張

断 面 図

室内は、下地□45材　板張り及びビニルシート2重張

機械室

汚染室

エアー

シャワー室

クリーン

ルーム

機械室

汚染室
エアー

シャワー室

クリーンルーム

橋長　182520

橋長　182520

1
5
0
0

4
8
0
0

1
5
0
0

7
8
0
0

4
0
0
4
0
0
0
4
0
0

6200

3250 27150 3250 27150 3250 2883589635

吊足場　92885

89635 吊足場　92885

2
25

0

2
03

6
(室

内
)

5550

(室内)

2300

(室内)

1450

(室内)

1450

As
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